
〒160-0023 新宿区西新宿2-7-2 ハイアット リージェンシー 東京11階
TEL : 03-3340-3555    FAX : 03-3340-3554
HP : http://www.tokyo-shintoshin-rc.org    E-mail : shintoshin-rc@par.odn.ne.jp 

会長 小川恵司 幹事 伊豆隆義 創立 : 1988年9月21日

第1504回例会 Mar.23.2022 No.19

Shintoshin Weekly
東京新都心ロータリークラブ 【 いつも元気だ！新都心 】

「ゴルフで長生き」
プロゴルファー 沼沢 聖一 氏
（紹介者 宮﨑 清 会員）

2022年3月23日(水) 第1504回例会

2021-2022

「第2回クラブ協議会②」

2022年4月6日(水) 第1505回例会

奉仕しよう みんなの
人生を豊かにするために

「第2回クラブ協議会②」
会員選考職業分類・職業奉仕・社会奉仕・環境保全・
国際奉仕・R財団・米山奨学・青少年奉仕・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ・

公共ｲﾒｰｼﾞ向上・クラブ研修リーダー 各委員長

社会奉仕委員会委員長 青木 隆政

社会奉仕委員会の活動は不要不急ではなく、この様な時こそ活動をしていくのが社会奉仕活動と
考え、対策を万全にして行動いたしております。
前期活動はスマイル＆ドリームガーデン植栽事業、二葉乳児院訪問とオムツ寄贈を行いました。
下期活動ではロータリーデー献血会を継続事業としてスタートをします。
社会奉仕委員会基本方針「地域社会が明るく・元気になる奉仕活動をおこなう」をモットーに今
出来る活動を行ってまいります。

春らしい日々も徐々に増えてまいりましたので、皆さんも散歩がてらにSmile＆Dream
Gardenの様子を見て頂きたいと思います。

活動計画２．のエコキャップ運動の継続は随時実施中。

活動計画３．のSDGsやカーボンニュートラルに係る卓話や勉強会につきましては何とか
下期に実現できますよう、検討して参りたいと存じます。 以上、ご報告申し上げます。

上期の活動報告をさせて頂きます。

活動計画１．のSmile＆Dream Garden事業の継続につきましては昨年10月25日に西新宿
小学校3年生60名に参加して頂き、パンジーの苗 150ポットを植えました。
創立30周年を記念して2018年9月21日に寄贈したSmile＆Dream Gardenも新宿中央公
園内の芝生広場の景色にすっかり溶け込んでおります。

環境保全委員会委員長 吉成 泰

職業奉仕委員会委員長 吉田 寿人

今年の基本方針に掲げた、「コロナ禍に対して職業奉仕の面から何が出来るかを考えていく」という
テーマのもと、医療関係先への職場訪問・医療関係者による卓話・ファイヤーサイドミーティングでの
各自の職業紹介の実施を検討してきましたが、蔓延防止重点措置等により例会の開催も制限さ
れる中、上半期においては、卓話を除き実施できていない状況です。下半期にはコロナ禍の状況に
もよりますが、職場訪問を実施できるよう準備を進めていきたいと思います。

会員選考・職業分類委員会委員長 大瀧 一喜

今年度前期の会員選考は12/1入会の村山晃一会員の１名に留まりました。
コロナ禍の中、入会のお誘いも難しいと思います。
後期は前回のオープン例会後に１名の入会申し込み予定者の連絡がありました。
現在は隔週の例会開催になっていますが、通常例会に戻った際には是非皆さまからの多数の推薦
をお待ちしております。
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会報委員会
会報委員会 委員長 黒田康之／副委員長 森田尚樹
委 員 段谷芳彦 神農貴大 金田哲夫 川合利幸 北岡修一 児玉 譲 宮﨑 清

西原将大 田口文彦 高木征太郎 内川晃一 吉田寿人

国際奉仕委員会委員長 和田 佳久

基本方針
「みんなの人生を豊かにするために」、コロナ禍においてもできる限りの奉仕活動を実施しましょう。

今期の活動計画
①ネパールにおける追加井戸掘り事業（含、設置済みの井戸の状況確認）
②友好クラブ「ナガルジュンRC」（＠ネパール・カトマンズ）との交流会
③国際大会への参加促進（＠ヒューストン）

＜上期の活動報告及び下期の活動について＞
①、②については残念ながら、進めることができませんでした。これまでネパール事業に尽力くださったヴァッタヴァバン
副委員長が休会中ですが、同副委員長と連絡を取り、段取りを検討したいと思います。
③ですが、コロナ禍においても対面で国際大会は実施予定です。当地区のガバナーズランチョンは中止になりました
が、当クラブからは５名の参加登録があります。参加を実現できた場合には、そのご報告をいたします。
また、ウクライナの現状について、国際ロータリーは「国際ロータリーは、救援物資や支援を提供し、ウクライナ地域
に平和をもたらすために全力を尽くします。」との声明を出しております。ウクライナにも４０以上のクラブがあるようで
す。ウクライナのロータリアン及び国民のために、当クラブとして何ができるかを検討したいと思います。

上半期については、他の委員会同様休会が多く、これといった活動はできませんでした。
ポールハリスソサエティーへの入会ご案内、そして2580地区の目標寄付額である、お一人280ドル
に上げる事については会長にお願いしてきました。
下半期は、独自に作ったロータリー財団のプレゼンテーションを使用し、ロータリー財団は何をしてい
て、どうお金を使っているか説明の機会をいただきたいと存じます。

ロータリー財団委員会委員長 引地 正修

現在、東京新都心ロータリークラブは、1989年4月からの 「受け入れ米山奨学生」は21人で、
そのうちの10人が2年間受け入れています。
当クラブは発足より34年間の内31年間奨学生を受け入れています。
カウンセラーとして1989年より是枝さん、河西さんをはじめ岩橋さん、小森さん、小川弘さん、
川田さん、田中高志さん、青山さん、田口さん、吉田雅俊さん、阿川さん、高橋さん、笹川さん、
高木さん、佐原さん、栂野さんにカウンセラーとしてご尽力いただいております。この場にいらっしゃら

米山奨学委員会委員長 吉村 利文

ない先輩方をはじめ会員の皆様方やご家族のサポートに感謝いたします。コロナ禍で例会が開催されなかったことも
ありましたが、奨学生には、月初の例会のみならず、来られるときは何回来てもよいと伝えており会員との交流を図っ
てもらっています。
当クラブの昨年の奨学生リュウ ケイコウさんは、東京大学卒業後ワセダローターアクトに入会され活躍しています。
私たちが奨学生として迎え入れたリュウ ケイコウさんがどのような波紋を描き、今後係る人にどのような影響を与える
か楽しみです。本年度2021～22年度の奨学生ソウ リンリンさんは上智大学に通っています。奨学生の今後の活
躍を期待しています。
「米山記念」と米山梅吉氏の名前を冠していますが、米山家の資産をもとに作られた財団ではありません。
米山記念奨学会の財源は、全国のロータリアンからの寄付金であります。
本年度は上期5,000円・下期5,000円で年間一人1万円寄付して頂いておりますが、一人年間2万円の寄付
金を目標にしています。現在会員は57名ですので目標金額は114万円になりますが、57万円と個人の寄付金
15万円で計72万円、まだ42万円不足しています。現在の目標達成率は82.08％です。
目標金額に向けて皆様ご協力を宜しくお願い致します。
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青少年奉仕委員会委員長 平岡 直記
（青少年交換担当）

行動予定
青少年奉仕委員会の前半の活動としては、コロナ禍での様々な規制や制約の中，何も出来な
い状況でありました。 ただし「防災教育と音楽の集い」につきましては、開催に向けて準備をして
おりましたが、６月中に四谷小学校にて開催する方向で只今調整中です。
まだまだ予断許さないところもございますが、なんとか開催実現に向けて頑張ってまいりますので、
どうぞよろしくお願い致します。

委員長 平岡直記
副委員長 金田哲夫
委 員 藤枝 誠，神原正樹，南 孝二，森田尚樹，白坂桂一

公共イメージ向上委員会委員長 西原 将大

みなさま、お疲れ様です。
公共イメージ向上委員会の西原です。
上半期の行動ですが、今までと同様に新都心では、ホームページに力を入れてきました。
ロータリアンにはもちろん、それ以外の方にもホームページを見た際に我々、新都心の魅力が分か
るようにして頂いております。

また下半期も同様にホームページに力を入れて、分かりやすく新都心の良さを伝えていきます。
そして結果的に問い合わせを頂いて、更なる会員増強に繋がればと思います。

引き続き宜しくお願い致します。

クラブ研修リーダー 佐原 且朗

今年度の活動としては、1月から入会3年未満の会員を対象として、月初の例会終了後に
研修会を開催しております。参加会員は神農貴大会員、段谷芳彦会員、川合利幸会員、
前田信吾会員、山中直樹会員、村山晃一会員の6名で、講師として髙橋一博パスト会長
に協力いただいております。
初回の1月12日には嶋村ガバナーエレクトがオブザーバーにて参加され 「ロータリーの発生と
これからのロータリー」についてお話しいただきました。
現在3回の研修会を行いましたが、引き続き6月まで残り3回開催いたしますのでよろしくお願
いします。

ブランディング委員会委員長 佐々木 智

当クラブに3年前に設置されたブランディング委員会ですが、先ずは前年までの取り組みは、
VI対応をもとにHPの見直しクラブ旗の変更を行いました、また会員数からの割合では日本のRC
で1番入会者数が多いPHSには多くの会員が賛同しています。
今年度、上期の活動は昨年11/17に委員会を開催致しました、その際に多くの会員から新都
心としてのブランディングを確立していく為には、やはり原点回帰であり自己研鑽であろう、だからこ
そ多くの奉仕活動が出来るのであり、結果それが新都心のブランディングに繋がっていくと言うこと
で纏まりました。

コロナ禍もあり下期の委員会開催は未定ですが、引き続きPHSに賛同いただける会員にお声掛けして参りたいと
思います。


